
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
の
清
々
し
き
新
年
を
寿
ぎ
、
謹
ん 

で
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
午
前
零
時
半
の
福
浦
金
刀
比
羅
宮
の
歳
旦
祭
が
、 

新
年
最
初
の
神
事
で
し
た
。 

今
年
も
、
茶
飯
事
（
さ 

は
ん
じ
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
霙
（
み
ぞ 

れ
）
ま
じ
り
の
幕
開
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

午
前
一
時
に
は
、
田
の
首
八
幡
宮
の
歳
旦
祭
、
さ 

ら
に
は
、
午
前
六
時
半
に
貴
布
禰
神
社
、
午
前
八
時

の
本
宮
（
ほ
ん
ぐ
う
）
の
歳
旦
祭
と
厳
粛
（
げ
ん
し

ゅ
く
）
に
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

御
本
社
の

歳
旦
祭
の
奉
仕
を
終
え
た
頃
か
ら
、
天
候
も
回
復
し
、

例
年
に
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
ね
。 

 

◇
昨
年
末
か
ら
帰
省
し
て
い
た
大
学
二
年
生
の
長

男
と
迎
春
準
備
を
含
め
、
正
月
五
日
ま
で
の
祭
事
を

一
緒
に
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

祭
典
奉
仕
の

作
法
を
、「
祭
式
（
さ
い
し
き
）」
と
い
う
授
業
で
履

修
（
り
し
ゅ
う
）
し
た
、
習
い
始
め
た
ば
か
り
で
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
奉
仕
す
る
姿
は
、

や
は
り
、
「
未
熟
さ
ゆ
え
の
ひ
た
む
き
さ
」
で
、 

我
々
を
含
め
、
先
賢
（
せ
ん
け
ん
）
神
職
が
歩
ん
で

き
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。 

愚
息
（
ぐ
そ
く
）
の
さ 

     

ら
な
る
、
奮
闘
努
力
を
大
い
に
期
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 

す
で
に
、
成
人
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

祭
典
後
の
「
直
会
（
な
お
ら
い
）」
の
席
に
着
き
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
祖
父
で
あ
る
先
代
典
行

宮
司
の
遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
受
け
継
い
で
い
る
よ

う
で
、
総
代
さ
ん
か
ら
、「
い
い
飲
み
っ
ぷ
り
」
だ

と
、
お
褒
（
ほ
）
め
の
言
葉
を
頂
い
た
よ
う
で
す
。 

昨
年
は
、
京
都
の
松
尾
大
社
の
実
習
、
来
年
は
、 

伊
勢
の
神
宮
さ
ん
の
実
習
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
再
来
年
は
、
卒
業
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
親
子
で

御
奉
仕
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
今
年
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
ね
。 
親
子
三
代
で
神
明
奉
仕
す
る
の
が
、
先

代
典
行
宮
司
の
切
な
る
願
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
っ
と
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

親
子
で
奉
仕
で

き
る
幸
せ
を
か
み
し
め
た
新
年
で
し
た
。 

◇
今
年
も
、
約
七
百
五
十
通
の
年
賀
状
を
お
出
し
し

ま
し
た
。 

表
の
住
所
と
御
芳
名
に
つ
い
て
は
、
文
明

の
利
器
で
あ
る
「
か
ら
く
り
印
刷
機
」、
パ
ソ
コ
ン
の

「
筆
ぐ
る
め
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
裏
面
は
、
水
茎
（
み
ず
く

き
）
の
跡
が
、
麗
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
墨
書
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

全
部
で
十
五
種
類
自
筆
し
た
も
の

を
、
三
十
枚
な
い
し
四
十
枚
程
度
、
オ
フ
セ
ッ
ト
の
印

刷
機
、
輪
転
機
で
印
刷
し
ま
し
た
。 

◇
自
筆
し
た
の
は
、「
大
和
心
」「
神
喜
地
喜
人
喜
」

「
則
天
去
私
」「
日
新
日
清
日
進
」「
飛
龍
乗
雲
」

「
天
長
地
久
」「
柏
葉
寿
」「
日
々
是
好
日
」「
四

海
生
春
風
」「
恭
頌
新
祈
」「
賀
新
正
」「
延
寿
万

歳
」「
祥
雲
瑞
気
」「
麗
新
」「
三
感
四
恩
」
の
十

五
種
類
で
す
。 

特
に
、「
神
喜
地
喜
人
喜
」
を
一

番
多
く
印
刷
し
ま
し
た
。 

 

「
神
喜
地
喜
人
喜
」 

◇
社
会
」
と
い
う
語
源
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。 

実

は
、
年
に
一
回
、
村
の
鎮
守
の
神
様
の
社
（
や
し
ろ
）

に
集
ま
り
、
そ
の
村
の
重
要
な
取
り
決
め
を
話
し
合
っ

た
、
つ
ま
り
、「
社
」
で
「
会
う
」
事
だ
そ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
平
成
元
年
の
春
弥
生
、
三
月
に
、
権
禰

宜
（
ご
ん
ね
ぎ
）
を
仰
せ
つ
か
っ
た
初
心
、
未
熟
さ
ゆ

え
の
ひ
た
む
き
さ
を
忘
れ
ず
に
、
真
心
込
め
て
ご
奉
仕

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
し
た
た
め
た
わ
け
で

す
ね
。 

神
様
を
喜
ば
す
心
で
ご
奉
仕
申
し
上
げ
、
参

拝
者
を
始
め
地
域
の
皆
様
方
が
笑
み
栄
え
て
、
さ
ら
に

は
、
こ
の
彦
島
が
運
命
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社
会
に

な
る
よ
う
、
社
会
の
語
源
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
い
う
決
意
の
表
明
で
あ
り
ま
す
。 

◇
我
々
神
職
は
、
常
に
、
白
衣
（
は
く
い
）
を
身
に
着

け
、
袴
（
は
か
ま
）
を
穿
（
は
）
き
、
ひ
と
た
び
祭
典

宮
司
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ス
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奉
仕
に
臨
（
の
ぞ
）
め
ば
、
さ
ら
に
、
狩
衣
（
か
り
ぎ

ぬ
）
を
着
装
（
ち
ゃ
く
そ
う
）
し
ま
す
。 

袴
も
左
と

右
の
紐
（
ひ
も
）
を
結
び
、
狩
衣
も
、
石
帯
（
せ
き
た

い
）
と
よ
ば
れ
る
帯
の
左
と
右
を
結
び
ま
す
。 

一
本

の
帯
は
、
左
（
火
足
＝
ひ
だ
り
、
陽
）、
右
（
水
極
＝

み
ぎ
）
の
両
端
を
結
び
合
わ
せ
る
わ
け
で
す
ね
。 

日

本
で
は
、「
結
び
」
に
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
し

て
、
新
し
い
価
値
、
命
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

「
生
（
む
）
す
霊
彦
（
ひ
こ
）」
で
「
息
子
（
む
す
こ
）」、

「
生
（
む
）
す
霊
姫
（
ひ
め
）」
で
「
娘
（
む
す
め
）」

に
な
る
の
で
す
。 

神
職
の
服
装
は
、
和
装
（
わ
そ
う
）

で
す
よ
ね
。 

和
服
の
事
を
呉
服
（
ご
ふ
く
）
と
い
い

ま
す
が
、
中
国
の
古
典
「
書
経
」
の
中
の
言
葉
で
あ
る

「
五
福
」
と
同
音
で
す
。 

そ
の
五
福
と
は
、
人
生
の

五
つ
の
幸
福
の
事
で
、「
長
寿
」「
豊
か
な
生
活
」「
無

病
」「
徳
を
好
む
」「
天
命
を
全
う
す
る
」
こ
と
で
あ
り

ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、「
う
ま
れ
か
わ
り
」「
よ
み
が

え
り
」、
常
に
若
々
し
く
、
常
に
み
ず
み
ず
し
く
あ
り

た
い
と
い
う
清
ら
か
な
、「
常
若
（
と
こ
わ
か
）
の
心
」

で
、
人
々
の
五
福
を
祈
る
姿
が
、
神
職
の
原
点
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
欧
州
危
機
・
超
円
高
・
新
興
国
の
台
頭
な
ど
日
本

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
や

は
り
、
原
点
回
帰
で
、
新
し
い
命
が
生
ま
れ
、
整
い
、

さ
ら
に
勢
い
が
強
く
な
る
と
い
う
、
縁
起
の
い
い
今

年
の
壬
辰
（
み
ず
の
え
た
つ
）
の
干
支
（
え
と
）
に

あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
。 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日
※
海
士
郷
恵
比
寿
神
社 

 

▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
四
日 

 

▼
神
宮
月
次
祭
奉
仕
（
左
の
上
の
写
真
） 

 
 

 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 
 

＊
右
の
中
の
写
真 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

 
＊
右
の
下
の
写
真 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

▼
歳
旦
祭 

 

＊
本
宮 
一
月
一
日 

午
前
八
時 

祭
典
後
、
新
年
拝
賀 

＊
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
０
時
半

＊
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時 

 
 

 

 
 

＊
貴
布
禰
神
社
（
老
町
）
＊
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

午
前
九
時 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
五
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
一
月
九
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
初
月
次
祭 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
五
日
（
上
の
写
真
） 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日
※
七
草
粥
を
頂
き
ま
し
た
！ 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
（
報
告
も
含
む
） 

  

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
九
日 

◇
維
蘇
志
会
新
年
例
会 

＊
一
月
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

    

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
山
口
県
神
社
庁

臨
時
役
員
会
、
山
口
県
神
社
庁
参
与
会 

＊
一
月
二
十
日 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

◇
下
関
支
部
臨
時
幹
事
会 

＊
一
月
二
十
四
日 

 

◇
下
関
支
部
総
会 

＊
一
月
二
十
五
日 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

＊
一
月
十
六
日
（
集
合
女
子
） 

＊
一
月
十
八
日 

 
 
 

※
刑
務
開
始
時
指
導
な
ら
び
に
釈
放
前
講
話 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
一
月
十
八
日 

 
 

◇
Ｒ
Ｉ
二
七
一
〇
地
区
Ｉ
Ｍ 

 

 
 
 

＊
一
月
二
十
一
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
＊
一
月
十
二
日
、
十
三
日
、
十
六
日 


